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光変調器評価 
高振幅パルスパターン発生器を使った直接駆動による 

変調器の生産性向上 
MP1800A 
シグナルクオリティアナライザ 

 
背景 
 

近年、IP 電話や、動画配信等のブロードバンド伝送の伸びにともない、インターネットにおける通信トラフィックの増大が

顕著である。それに伴い、10Gbit/s 級の高速伝送システムの需要が増加し、伝送機器が盛んに開発されている。 

 伝送機器内で、電気信号は XFP と呼ばれるプラグイン式の光トランシーバを用いて光信号に変換され、光ファイバを介し

て対抗する伝送機器に向けて送信される。光波長や光パワーの要求によって、様々な光トランシーバの開発が進められて

いる。 

光トランシーバ内の電気から光への変換(変調)器には LN, EA 等の種類がある。近年では、EA 変調器と DFB レーザを

ワンチップ化した EML(EA 変調器集積型半導体レーザ)の開発が盛んである。光変調器は、伝送機器間の伝送品質を決

定するデバイスであり、その効率がよく正確な特性評価は大変重要である。 

 

          
 

             図 1. XFP の例          図 2. XFP に内蔵される EML の例 
 

これまで、光変調器を直接駆動できるパルスパターン発生器は存在しなかった。そのため、光変調器ベンダや光トランシ

ーバの製造ベンダは効率的な評価ができず、製造コストを下げられないでいた。 

 MP1800A の高振幅データ出力オプションは、光変調器を直接駆動することで、評価の効率を大幅に上げることができる。 

 

 

光変調器評価における課題 

 
変調器の評価用として、電気入力信号源には下記の条件が求められる。 

 

大振幅出力 
 

変調器への電気入力信号として、良好な消光比確保のために 2Vp-p～3Vp-p といった大振幅が必要である。 

 

クロスポイント可変機能 
 

EA 変調器の電気入力に対する光出力の消光特性が非線形であるため、光出力波形は、電気入力波形に対して、ディジ

タルデータの 1(マーク)と 0(スペース)との波形の交差点であるクロスポイントのスペース側へのずれという波形劣化を起こ

す性質がある。波形劣化は、信号伝送後のディジタルデータ識別を阻害し、エラーを起こす要因となる。 

 



 
 

図 3. EA 変調器の非線形な消光特性 
 

光出力のクロスポイントを改善して光ファイバ内の信号伝送後、受信時のエラーを少なくするために、光トランシーバの変調

器駆動回路には、クロスポイント最適化回路が内蔵されている。クロスポイントの最適値を得るために、変調器評価用信号

源には、クロスポイント可変機能が求められる。 

 

高品質波形 
 

変調器が起こす波形劣化を評価するために、その電気入力信号は高品質である必要がある。電気入力信号が低品質で

あると、光出力信号劣化が入力信号によるものか、変調器によるものか、正しく評価できないためである。高品質とは、波

形の歪, ジッタが少ない波形のことである。 

 

これまでのパルスパターン発生器は、変調器を駆動できるだけの出力振幅を出すことができず、外部にアンプを追加して駆

動回路としていた。そのため、下記のような制限があり、変調器生産性向上の妨げになっていた。 

 

 
 

図 4. 従来の光変調器評価 外部アンプが必要な従来型パルスパターン発生器 
 

1. 評価の度にアンプの電源を操作する必要があった。 
2. 外部アンプでの波形変化を考慮して、オシロスコープを使ってクロスポイント値を校正する必要があった。 
3. 上記のため、光変調器の測定システムは自動化が難しく、評価に時間がかかっていた。 

 

 



 

MP1800A による光変調器直接駆動 
 

MP1800A シグナルクオリティアナライザは、これらの課題を 1 台で解決し、光変調器, トランシーバの生産性向上を可能

にした。 
パルスパターン発生器の MU181020A-013 オプションを選択することで、下記のような差動電気信号を得ることができる。 

1. 0.5～3.5Vp-p までの大振幅 
2. 20～85%までのクロスポイント可変 
3. 高品質波形 

これにより、光変調器を外部アンプやその電源を必要とせず、簡単に直接駆動し、オシロスコープでのクロスポイントの校

正なく評価することが可能である。 

また、MP1800A はリモート制御インタフェースとして GPIB と Ethernet を装備している。自動試験プログラムを作成する

ことによって、繰り返し試験を効率よく行える。 

これらの機能により、MP1800A を使うことで、光変調器, 光トランシーバの R&D から製造, 検査工程における評価時間

を大幅に短縮し、生産性を向上することが可能になった。 
 

 
 

図 5. MP1800A の出力波形 クロスポイント可変 
 

MP1800A は、パルスパターン発生だけではなく、電気または光信号を受信してそのビット誤り率を測定することができる。

これも、光変調器, トランシーバの評価に貢献できる機能である。 
 

 
 

図 6. MP1800A を使った光変調器評価 アンプ, オシロでの校正は不要 
 
 

 



まとめ 

 
光変調器評価の効率化のために、大振幅でクロスパターン可変なパルスパターン発生器が求められてきた。MP1800A

は、MU181020A-013 3.5V 出力オプションによって、この要求に応えるディジタルデバイス測定ソリューションである。光変

調器ベンダや光トランシーバベンダは、MP1800A を使うことによって、デバイスの生産性を向上させることが可能である。 
 

 
 

図 7. MP1800A 
 

 

 

 

 

 

 



 

Note 
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